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八 幡 東 区 自 治 会 だ よ り

平
素
よ
り
、当
会
の
諸
活
動
に

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
有
り
難
く
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
9
月
の
市
調
査
に
よ
れ

ば
、八
幡
東
区
で
は
高
齢
化
率
が

33.1
％
、一
世
帯
の
人
口
が
1.98
人
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

増
加
や
核
家
族
化
の
進
展
な
ど

に
よ
り
、否
が
応
で
も
お
互
い
関

わ
り
合
い
を
深
め
、手
を
携
え
助

け
合
う
地
域
の
力
が
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

私
達
は
、5
年
に
亘
り
地
域
の

様
々
な
課
題
を
把
握
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
重
ね
て

来
ま
し
た
。

こ
の
成
果
を
活
か
し
、い
つ
ま

で
も「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
子
供
た
ち
が
安
全
に
遊
び
、

学
べ
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」「
自

分
の
住
む
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た

い
」等
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、当
会
が
地

域
の
様
々
な
課
題
を
協
働
し
解

決
し
て
い
く
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

住
ん
で
い
る
方
々
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
の
場
と
し
て
、役
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
九
州
初
開
催

と
な
っ
た「
全
国
餃
子
祭
り
ｉｎ
北

九
州
」が
北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
芝
生
広
場
一
帯
で
開

催
さ
れ
、史
上
最
多
の
約
15
万
4

千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。当
会
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、祭
り
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
予
定
し
て
お
り
ま
す

「
自
治
会
ま
つ
り
」は
、八
幡
市
民

11
月
3
日
、レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

に
て「
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
玉
つ
ま
み
選

手
権
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
の
部
は
、伊
藤
園
子
さ
ん

（
尾
倉
第
五
自
治
区
会
）が
37
個

で
見
事
優
勝
さ
れ
、団
体
の
部
は
、

尾
倉
第
五
自
治
区
会
が
144
個
で

優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
お
楽
し

み
の
応
援
合
戦

で
は
、最
優
秀

応
援
団
賞
は
、

中
央
第
一・
第
二

自
治
区
会
、特

別
賞
は
、高
槻

自
治
区
会
と

山
路
自
治
区

会
で
し
た
。

皆
様
か
ら
の
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、279
万
円
余
り
と
な
り
、起
業

祭
の
各
種
イ
ベン
ト
経
費
の一
部
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、今
後
と
も
起
業
祭

に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
つ
り
起
業
祭
八
幡

実
行
委
員
会

I LOVE♥ふるさと起業祭 2014I LOVE♥ふるさと起業祭 2014

ふ
れ
あ
い
ビ
ー
玉
つ
ま
み

　
　
　
　

  

選
手
権
大
会

起
業
祭
募
金
の
お
礼

会
館
で
開
催
す
る
最
後
の
機
会

と
し
て
、永
く
皆
さ
ま
の
記
憶
に

残
る
内
容
に
な
る
よ
う
、ま
た
一

人
で
も
多
く
の
方
々
が
楽
し
ん
で

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準

備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。何
卒
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、当
会
に
対
し
ま
し
て

昨
年
と
同
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
皆
さ
ま
の
今
年
１
年
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第58回生活と環境全国大会が平成26年10月21日
～23日の富山県富山市
（富山国際会議場）で開
催されました。当会から芳
賀茂木様（大蔵第一衛生
協会）が、栄えある環境大
臣表彰（生活環境改善功
労者）を受賞しました。 左側：芳賀様

平成26年11月18日に福岡県吉塚合同庁舎で福岡県
知事表彰式が開催されました。
環境美化や生活環境の

改善について顕著な功績が
あったとして、当会より左崎
均様（中央第二衛生協会）
と尾倉第四衛生協会（会
長：安藤舛文）が受賞しまし
た。 左から：左﨑様、安藤様

県知事表彰受賞

環境大臣表彰受賞

会

　
　長

　芳
賀

　茂
木

（
大
蔵
第
一
）

副
会
長

　伊
藤

　一
雄

（
尾
倉
第
五
）

副
会
長

　山
﨑

　嘉
武

（
高
　
　見
）

会

　
　計

　宮
地

　久
男

（
枝
光
第
二
）

槻
田
第
一

　財
満

　信
博

槻
田
第
二

　山
下

　清
明

槻
田
第
三

　中
西

　康
典

槻
田
第
五

　亀
田

　和
實

高

　
　槻

　小
森

　隆
昭

山

　
　路

　番
野

　宅
二

大
蔵
第
三

　光
行

　靖
基

河

　
　内

　樋
口

　喜
一

枝
光
第
一

　山
名

　道
久

枝
光
第
三

　豊
福

　和
男

中
央
第
一

　畠
中

　聡
之

中
央
第
二

　左
﨑

　
　均

尾
倉
第
一

　吉
村

　憲
二

尾
倉
第
二

　加
村

　幸
弘

尾
倉
第
三

　内
田

　弘
幸

尾
倉
第
四

　安
藤

　舛
文

前
田
第
一

　野
依

　
　紀

前
田
第
二

　廣
永
貫
一
郎

前
田
第
三

　見
増

　勲
功

前
田
第
四

　髙
田

　隆
一

前
田
第
五

　岡
本

　詔
洋

ミス起業
祭選彰式各自治区会から選出

中央第一　有富さくら
中央第二　玉川　　綾
尾倉第四　稗田　菜月
尾倉第五　田中　佐知
前田第五　鶴田　理紗

槻田第一　岩永菜津美
高　　槻　田中　里奈
大蔵第一　富田　章代
枝光第一　丸山詩央里
枝光第二　武藤　沙英
枝光第三　道野　愛未

後列左から

前列左から

（敬称略）

特養待ちの短期入所もお受けしています

年長者の里 TEL093-652-3600検索

パ
レ
ス
八
幡（
八
幡
東
区
大
蔵
）

（1）　平成 27年 1月 1５日 第 43号 （4）　平成 27年 1月 1５日 第 43号
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イオン八幡東店
食品売場は、

あ
さ8時から営業

ふれあい連絡会議

枝光北市民センターの様子

安全宣言する芳賀会長と
1日警察署長・1日消防署長
（華頂幼稚園児）

敬 老 会

大
蔵
第
三
自
治
区
会
の
高
齢

化
率
は
43
％
。
そ
の
う
ち
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
は
52
％
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
等
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
平

成
21
年
度
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
推
進

員
」
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
推
進
員
は
、
各
町

会
か
ら
2
〜
3
名
の
方
を
推
薦

し
て
い
た
だ
き
、
月
に
2
回
の

見
守
り
活
動
を
主
な
任
務
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
で
は
専
門
性
よ
り
、

見
守
り
対
象
者
と
の
対
話
や
隣

近
所
（
自
治
委
員
を
含
む
）
と

の
挨
拶
、
情
報
交
換
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

ご
近
所
の
支
え
合
い
の
仲
介
役

で
す
。

ふ
れ
あ
い
推
進
員
は
、
町
会

長
、
民
生
委
員
、
老
人
会
と
の

合
同
の
ふ

れ
あ
い
連

絡
会
議
に

出
席
し
、

そ
の
月
の

活
動
を
全

員
が
報
告

し
（
4
ブ

ロ
ッ
ク
に

分
け
て
、

そ
の
う
ち

の
1
ブ
ロ

ッ
ク
が
交

代
で
報

告
）
交
流

を
図
り
ま

す
。

活
動
で
得

た
教
訓
は
、

月
毎
に
ま
と
め
て
次
の
活
動
に

活
か
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
活

動
が
相
手
に
喜
ば
れ
た
経
験
や

「
こ
ん
な
時
は
ど
う
対
応
す
れ

ば
よ
い
の
か
」
等
々
、
生
き
生

き
と
語
ら
れ
て
お
り
、
一
番
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は
実
は

ふ
れ
あ
い
推
進
員
さ
ん
の
よ
う

で
す
。

「
無
理
せ
ず
楽
し
く
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
た
こ
の
活
動
の
お

蔭
で
、
こ
の
数
年
間
孤
独
死
が

な
い
の
が
、
わ
が
自
治
区
会
の

誇
り
で
す
。

現
在
、
こ
の
活
動
を
ベ
ー
ス

に
新
た
な
「
地
域
の
生
き
が
い

づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

（
大
蔵
第
三
　
光
行 

靖
基
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔

に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
清

掃
用
具
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
購
入

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
消
費
税
を
含

む
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
10

円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
額

5
，
0
0
0
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
民
有
地
で
あ
れ
ば
集
積

容
器
等
設
置
が
可
能
で
あ
り
、

こ
の
場
合
は
、
購
入
（
工
事
）

金
額
の
2
分
の
1
（
10
円
未
満

切
り
捨
て
、
上
限
額
5
0
，

0
0
0
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
設
置
に
は
、
環
境
セ
ン

タ
ー
の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
皇
后
崎
環
境
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
3
1

－

5
3
3
7
）
に

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
2
回
目
以
降
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
最
初
の
補
助
金

交
付
か
ら
3
年
経
過
し
た
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
補
助
金
の
申

請
期
限
は
、
平
成
27
年
2
月
末

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平

成
27
年
度
も
補
助
金
制
度
は
継

続
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
で

な
け
れ
ば
4
月
以
降
に
購
入
し

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
補
助
金
申
請
書
が
一

部
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

衛
生
協
会
連
合
会
（
八
幡
東
区
役

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課
内
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
6
7
1

－

2
2
4
2
）

新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

雑
が
み
（
お
菓
子
や
テ
イ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
の
空
箱
、
封
筒
、

ポ
ス
タ
ー
、
は
が
き
等
）
等
の

紙
類
（
古
紙
）
は
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。

古
紙
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

の
古
紙
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
及
び
各
自

治
区
会
が
行
う
古
紙
回
収
等
で

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
10
月
16
日
に
「
1
万
人

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
大
作
戦
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
7
月
に
施
行

さ
れ
た
「
北
九
州
市
安
全
・
安

心
条
例
」
を
契
機
に
、
こ
れ
ま

で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

拡
大
し
て
、
普
段
、
地
域
活
動

に
参
加
し
て
い
な
い
市
民
や
事

業
者
に
も
呼
び
か
け
、
全
市
一

斉
で
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

市
内
全
体
で
は
1
万
人
超
の

参
加
が
あ
り
、
八
幡
東
区
で
は

自
治
区
会
や
生
活
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
1
，
0
7
6
名
も
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

防
犯
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、

昨
年
12
月

1
日
に
は
、

「
八
幡
東

区
防
犯
・

防
火
年
末

特
別
警
戒

合
同
出
動

式
」
が
新

日
鐵
住
金
大
谷
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
八
幡
東
区
の
自
治
総
連

合
会
や
市
民
防
災
連
合
会
な
ど

か
ら
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
で
は
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、

芳
賀
会
長
・
1
日
警
察
署
長
・
1

日
消
防
署
長（
華
頂
幼
稚
園
児
）

に
よ
る
安
全
宣
言
の
後
、白
バ
イ
、

パ
ト
カ
ー
、消
防
車
、青
パ
ト
な
ど

の
車
両
パ
レ
ー
ド
出
発
式
を
参
加

者
全
員
で
見
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
時
期
を
迎
え
、こ
の
合
同
出
動

式
を
契
機
に
防
犯
防
火
対
策
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
1
日
と

な
り
ま
し
た
。

区
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
15
日
、
2
年
ぶ
り

に
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
か
ら
北
へ
300
キ
ロ
、
ダ
ル
ハ

ン
市
の
児
童
保
護
施
設
「
太
陽

の
子
ど
も
た
ち
」
の
子
ど
も
た

ち
13
名
と
引
率
さ
れ
た
4
名
の

先
生
を
北
九
州
市
に
迎
え
ま
し

た
。モ

ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
で
は
海
外
企
業
の
進
出

で
急
速
に
経
済
発
展
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
も
マ
イ
ナ
ス

40
度
と
い
う
酷
寒
の
地
で
、
壊

れ
か
け
た
ビ
ル
の
地
下
や
、
廃

墟
な
ど
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

「
太
陽
の
子
ど
も
た
ち
」
も
、

か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
環
境
の

中
で
生
き
て
き
た
子
ど
も
た
ち

で
す
が
、
生
き
る
力
や
強
さ
、

人
の
痛
み

の
わ
か
る

優
し
さ
を

も
つ
素
晴

ら
し
い
子

ど
も
た
ち

で
す
。
先

生
方
の
、

自
立
を
目

指
し
た
教

育
の
お
か

げ
で
、
子

ど
も
ひ
と

り
一
人
は
、

将
来
の
夢

に
向
か
っ

て
勉
学
に

励
み
、
ま

た
モ
ン
ゴ

ル
伝
統
民

族
芸
能
の
練
習
を
日
々
積
み
か

さ
ね
て
お
り
ま
す
。

滞
在
中
は
、
里
親
の
家
で
3

日
間
を
過
ご
し
家
族
の
温
か
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
枝
光
八
幡
宮
・
波
多
野

宮
司
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も

と
、
神
社
札
所
に
宿
泊
し
な
が

ら
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
行
い
、
深
い

愛
情
で
支
え
て
く
だ
さ
る
家
族

の
存
在
や
、
支
援
を
し
て
く
だ

さ
る
多
く
の
人
達
の
存
在
に
気

付
き
、
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
夢
を
も
っ
て
生
き
て
行
く
こ

と
を
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
回
の
来
日
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
枝
光
第
二
　
宮
地 

久
男
）

自
治
区
会
紹
介 

大
蔵
第
三
自
治
区
会

「
太
陽
の
子
ど
も
た
ち
」を
迎
え
て

≪雑がみの例≫
お菓子やティッシュペーパーの空箱

封筒、ポスターはがき等

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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イオン八幡東店
食品売場は、

あ
さ8時から営業

ふれあい連絡会議

枝光北市民センターの様子

安全宣言する芳賀会長と
1日警察署長・1日消防署長
（華頂幼稚園児）

敬 老 会

大
蔵
第
三
自
治
区
会
の
高
齢

化
率
は
43
％
。
そ
の
う
ち
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
は
52
％
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
等
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
平

成
21
年
度
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
推
進

員
」
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
推
進
員
は
、
各
町

会
か
ら
2
〜
3
名
の
方
を
推
薦

し
て
い
た
だ
き
、
月
に
2
回
の

見
守
り
活
動
を
主
な
任
務
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
で
は
専
門
性
よ
り
、

見
守
り
対
象
者
と
の
対
話
や
隣

近
所
（
自
治
委
員
を
含
む
）
と

の
挨
拶
、
情
報
交
換
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

ご
近
所
の
支
え
合
い
の
仲
介
役

で
す
。

ふ
れ
あ
い
推
進
員
は
、
町
会

長
、
民
生
委
員
、
老
人
会
と
の

合
同
の
ふ

れ
あ
い
連

絡
会
議
に

出
席
し
、

そ
の
月
の

活
動
を
全

員
が
報
告

し
（
4
ブ

ロ
ッ
ク
に

分
け
て
、

そ
の
う
ち

の
1
ブ
ロ

ッ
ク
が
交

代
で
報

告
）
交
流

を
図
り
ま

す
。

活
動
で
得

た
教
訓
は
、

月
毎
に
ま
と
め
て
次
の
活
動
に

活
か
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
活

動
が
相
手
に
喜
ば
れ
た
経
験
や

「
こ
ん
な
時
は
ど
う
対
応
す
れ

ば
よ
い
の
か
」
等
々
、
生
き
生

き
と
語
ら
れ
て
お
り
、
一
番
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は
実
は

ふ
れ
あ
い
推
進
員
さ
ん
の
よ
う

で
す
。

「
無
理
せ
ず
楽
し
く
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
た
こ
の
活
動
の
お

蔭
で
、
こ
の
数
年
間
孤
独
死
が

な
い
の
が
、
わ
が
自
治
区
会
の

誇
り
で
す
。

現
在
、
こ
の
活
動
を
ベ
ー
ス

に
新
た
な
「
地
域
の
生
き
が
い

づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

（
大
蔵
第
三
　
光
行 

靖
基
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔

に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
清

掃
用
具
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
購
入

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
消
費
税
を
含

む
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
10

円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
額

5
，
0
0
0
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
民
有
地
で
あ
れ
ば
集
積

容
器
等
設
置
が
可
能
で
あ
り
、

こ
の
場
合
は
、
購
入
（
工
事
）

金
額
の
2
分
の
1
（
10
円
未
満

切
り
捨
て
、
上
限
額
5
0
，

0
0
0
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
設
置
に
は
、
環
境
セ
ン

タ
ー
の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
皇
后
崎
環
境
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
3
1

－

5
3
3
7
）
に

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
2
回
目
以
降
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
最
初
の
補
助
金

交
付
か
ら
3
年
経
過
し
た
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
補
助
金
の
申

請
期
限
は
、
平
成
27
年
2
月
末

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平

成
27
年
度
も
補
助
金
制
度
は
継

続
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
で

な
け
れ
ば
4
月
以
降
に
購
入
し

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
補
助
金
申
請
書
が
一

部
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

衛
生
協
会
連
合
会
（
八
幡
東
区
役

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課
内
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
6
7
1

－

2
2
4
2
）

新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

雑
が
み
（
お
菓
子
や
テ
イ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
の
空
箱
、
封
筒
、

ポ
ス
タ
ー
、
は
が
き
等
）
等
の

紙
類
（
古
紙
）
は
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。

古
紙
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

の
古
紙
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
及
び
各
自

治
区
会
が
行
う
古
紙
回
収
等
で

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
10
月
16
日
に
「
1
万
人

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
大
作
戦
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
7
月
に
施
行

さ
れ
た
「
北
九
州
市
安
全
・
安

心
条
例
」
を
契
機
に
、
こ
れ
ま

で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

拡
大
し
て
、
普
段
、
地
域
活
動

に
参
加
し
て
い
な
い
市
民
や
事

業
者
に
も
呼
び
か
け
、
全
市
一

斉
で
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

市
内
全
体
で
は
1
万
人
超
の

参
加
が
あ
り
、
八
幡
東
区
で
は

自
治
区
会
や
生
活
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
1
，
0
7
6
名
も
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

防
犯
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、

昨
年
12
月

1
日
に
は
、

「
八
幡
東

区
防
犯
・

防
火
年
末

特
別
警
戒

合
同
出
動

式
」
が
新

日
鐵
住
金
大
谷
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
八
幡
東
区
の
自
治
総
連

合
会
や
市
民
防
災
連
合
会
な
ど

か
ら
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
で
は
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、

芳
賀
会
長
・
1
日
警
察
署
長
・
1

日
消
防
署
長（
華
頂
幼
稚
園
児
）

に
よ
る
安
全
宣
言
の
後
、白
バ
イ
、

パ
ト
カ
ー
、消
防
車
、青
パ
ト
な
ど

の
車
両
パ
レ
ー
ド
出
発
式
を
参
加

者
全
員
で
見
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
時
期
を
迎
え
、こ
の
合
同
出
動

式
を
契
機
に
防
犯
防
火
対
策
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
1
日
と

な
り
ま
し
た
。

区
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
15
日
、
2
年
ぶ
り

に
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
か
ら
北
へ
300
キ
ロ
、
ダ
ル
ハ

ン
市
の
児
童
保
護
施
設
「
太
陽

の
子
ど
も
た
ち
」
の
子
ど
も
た

ち
13
名
と
引
率
さ
れ
た
4
名
の

先
生
を
北
九
州
市
に
迎
え
ま
し

た
。モ

ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
で
は
海
外
企
業
の
進
出

で
急
速
に
経
済
発
展
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
も
マ
イ
ナ
ス

40
度
と
い
う
酷
寒
の
地
で
、
壊

れ
か
け
た
ビ
ル
の
地
下
や
、
廃

墟
な
ど
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

「
太
陽
の
子
ど
も
た
ち
」
も
、

か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
環
境
の

中
で
生
き
て
き
た
子
ど
も
た
ち

で
す
が
、
生
き
る
力
や
強
さ
、

人
の
痛
み

の
わ
か
る

優
し
さ
を

も
つ
素
晴

ら
し
い
子

ど
も
た
ち

で
す
。
先

生
方
の
、

自
立
を
目

指
し
た
教

育
の
お
か

げ
で
、
子

ど
も
ひ
と

り
一
人
は
、

将
来
の
夢

に
向
か
っ

て
勉
学
に

励
み
、
ま

た
モ
ン
ゴ

ル
伝
統
民

族
芸
能
の
練
習
を
日
々
積
み
か

さ
ね
て
お
り
ま
す
。

滞
在
中
は
、
里
親
の
家
で
3

日
間
を
過
ご
し
家
族
の
温
か
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
枝
光
八
幡
宮
・
波
多
野

宮
司
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も

と
、
神
社
札
所
に
宿
泊
し
な
が

ら
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
行
い
、
深
い

愛
情
で
支
え
て
く
だ
さ
る
家
族

の
存
在
や
、
支
援
を
し
て
く
だ

さ
る
多
く
の
人
達
の
存
在
に
気

付
き
、
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
夢
を
も
っ
て
生
き
て
行
く
こ

と
を
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
回
の
来
日
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
枝
光
第
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宮
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）

自
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け
ま
し
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う
ご
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やはた東
ＹＡＨＡＴＡ　ＨＩＧＡＳＨＩ

八 幡 東 区 自 治 会 だ よ り

平
素
よ
り
、当
会
の
諸
活
動
に

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
有
り
難
く
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
9
月
の
市
調
査
に
よ
れ

ば
、八
幡
東
区
で
は
高
齢
化
率
が

33.1
％
、一
世
帯
の
人
口
が
1.98
人
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

増
加
や
核
家
族
化
の
進
展
な
ど

に
よ
り
、否
が
応
で
も
お
互
い
関

わ
り
合
い
を
深
め
、手
を
携
え
助

け
合
う
地
域
の
力
が
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

私
達
は
、5
年
に
亘
り
地
域
の

様
々
な
課
題
を
把
握
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
重
ね
て

来
ま
し
た
。

こ
の
成
果
を
活
か
し
、い
つ
ま

で
も「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
子
供
た
ち
が
安
全
に
遊
び
、

学
べ
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」「
自

分
の
住
む
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た

い
」等
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、当
会
が
地

域
の
様
々
な
課
題
を
協
働
し
解

決
し
て
い
く
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

住
ん
で
い
る
方
々
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
の
場
と
し
て
、役
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
九
州
初
開
催

と
な
っ
た「
全
国
餃
子
祭
り
ｉｎ
北

九
州
」が
北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
芝
生
広
場
一
帯
で
開

催
さ
れ
、史
上
最
多
の
約
15
万
4

千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。当
会
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、祭
り
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
予
定
し
て
お
り
ま
す

「
自
治
会
ま
つ
り
」は
、八
幡
市
民

11
月
3
日
、レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

に
て「
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
玉
つ
ま
み
選

手
権
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
の
部
は
、伊
藤
園
子
さ
ん

（
尾
倉
第
五
自
治
区
会
）が
37
個

で
見
事
優
勝
さ
れ
、団
体
の
部
は
、

尾
倉
第
五
自
治
区
会
が
144
個
で

優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
お
楽
し

み
の
応
援
合
戦

で
は
、最
優
秀

応
援
団
賞
は
、

中
央
第
一・
第
二

自
治
区
会
、特

別
賞
は
、高
槻

自
治
区
会
と

山
路
自
治
区

会
で
し
た
。

皆
様
か
ら
の
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、279
万
円
余
り
と
な
り
、起
業

祭
の
各
種
イ
ベン
ト
経
費
の一
部
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、今
後
と
も
起
業
祭

に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
つ
り
起
業
祭
八
幡

実
行
委
員
会
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ふ
れ
あ
い
ビ
ー
玉
つ
ま
み

　
　
　
　

  

選
手
権
大
会

起
業
祭
募
金
の
お
礼

会
館
で
開
催
す
る
最
後
の
機
会

と
し
て
、永
く
皆
さ
ま
の
記
憶
に

残
る
内
容
に
な
る
よ
う
、ま
た
一

人
で
も
多
く
の
方
々
が
楽
し
ん
で

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準

備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。何
卒
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、当
会
に
対
し
ま
し
て

昨
年
と
同
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
皆
さ
ま
の
今
年
１
年
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第58回生活と環境全国大会が平成26年10月21日
～23日の富山県富山市
（富山国際会議場）で開
催されました。当会から芳
賀茂木様（大蔵第一衛生
協会）が、栄えある環境大
臣表彰（生活環境改善功
労者）を受賞しました。 左側：芳賀様

平成26年11月18日に福岡県吉塚合同庁舎で福岡県
知事表彰式が開催されました。
環境美化や生活環境の

改善について顕著な功績が
あったとして、当会より左崎
均様（中央第二衛生協会）
と尾倉第四衛生協会（会
長：安藤舛文）が受賞しまし
た。 左から：左﨑様、安藤様

県知事表彰受賞

環境大臣表彰受賞

会

　
　長

　芳
賀

　茂
木

（
大
蔵
第
一
）

副
会
長

　伊
藤

　一
雄

（
尾
倉
第
五
）

副
会
長

　山
﨑

　嘉
武

（
高
　
　見
）

会

　
　計

　宮
地

　久
男

（
枝
光
第
二
）

槻
田
第
一

　財
満

　信
博

槻
田
第
二

　山
下

　清
明

槻
田
第
三

　中
西

　康
典

槻
田
第
五

　亀
田

　和
實

高

　
　槻

　小
森

　隆
昭

山

　
　路

　番
野

　宅
二

大
蔵
第
三

　光
行

　靖
基

河

　
　内

　樋
口

　喜
一

枝
光
第
一

　山
名

　道
久

枝
光
第
三

　豊
福

　和
男

中
央
第
一

　畠
中

　聡
之

中
央
第
二

　左
﨑

　
　均

尾
倉
第
一

　吉
村

　憲
二

尾
倉
第
二

　加
村

　幸
弘

尾
倉
第
三

　内
田

　弘
幸

尾
倉
第
四

　安
藤

　舛
文

前
田
第
一

　野
依

　
　紀

前
田
第
二

　廣
永
貫
一
郎

前
田
第
三

　見
増

　勲
功

前
田
第
四

　髙
田

　隆
一

前
田
第
五

　岡
本

　詔
洋

ミス起業
祭選彰式各自治区会から選出

中央第一　有富さくら
中央第二　玉川　　綾
尾倉第四　稗田　菜月
尾倉第五　田中　佐知
前田第五　鶴田　理紗

槻田第一　岩永菜津美
高　　槻　田中　里奈
大蔵第一　富田　章代
枝光第一　丸山詩央里
枝光第二　武藤　沙英
枝光第三　道野　愛未

後列左から

前列左から

（敬称略）

特養待ちの短期入所もお受けしています

年長者の里 TEL093-652-3600検索

パ
レ
ス
八
幡（
八
幡
東
区
大
蔵
）

（1）　平成 27年 1月 1５日 第 43号 （4）　平成 27年 1月 1５日 第 43号


